
シャープ社友会
・シャープ退職者の親睦を図る目的で、1980年に設立
・本部(大阪)＋全国6支部、現在の総会員数4,000名強
・会報発行、各種の親睦行事と同好会活動

https://spshyukai.sakura.ne.jp/syayukai/



シャープ社友会 ラジオ愛好者同好会
・2024年4月発足
メンバー15名
・八尾事業所社友会室にて定期ミーティング開催
これまで、月一回ペースで4月19日～12月4日まで9回実施
・不定期の見学会や交流会、プロジェクトも計画・実施



古民家カフェ「ゆーみん」（2024.7.29open）併設 「ラジオ博物館」

東広島市河内町小田3554-2
https://www.instagram.com/caffe_yuumin/

アンティークラジオ博物館の設立プロジェクト

・東広島市に常置場所確保
・運営・サポート体制の確立
・荒川宅から展示品を移設
・プレオープン
・2025年中にオープン予定



英国製鉱石ラジオの復活 無電源で良く聞こえるラジオ 国産第一号鉱石ラジオを複製し放送100周年を祝う
シャープ50年史（昭和37年刊）掲載 シャープミュージアム（天理市）収蔵品

1号機 2号機

Superfone Crystal（BBC登録番号406）
1924年発売
Radio Supply Co.(Birmingham, UK)



シャープアマチュア無線の 『有史以前を掘り起こすプロジェクト』
2024.12.14

シャープ社友会
ラジオ愛好者同好会

[1]動機
シャープのアマチュア無線活動の次の一歩を考えたい。その礎にできるような「歴史」を知りたい。

現状分析
・アマチュア無線は全般的に窮命期にある。
・その中で、シャープアマチュア無線を今後どう継続するか、難題
強み・・・広い年齢層にメンバーが分布。並外れた人もいるが､､､
弱み・・・盛り上がりに欠ける（歴史＝ドラマを肴にできない）

参考：アマチュア無線継続的発展会議第一次報告書（2024. 6.4公表）

高齢化に伴う無線人口の減少⇔活動再開する人の漸増
スマホ世代の普通の若者に「科学技術の夢」の提供ができていない
現役世代との交流が希薄化、継承する受け手が見えてこない

全員が（若者が）、
電機ﾒｰｶｰとしての自社を
・一層好きになるように
・誇りを持てるように

年代を超えて、
幅広く楽しみたい。
それを共有して、
力を合わせて、
将来に向けて発展させたい

先輩方の思い、活動、馴染み感、、、
改めて先人、先輩方に感謝します。

・過去の歴史や現在の状況を、次世代に伝承できるよう"正史"としてまとめる(まとめ直す)
(a) 黎明期の歴史調査、資料の発掘と分析⇒ 資料の「綴じ込み」から楽しく伝承できる「読み物」化
★歴代代表の座談会⇒黎明期の方々からの回想録とともに、メディアと協賛して何らかの行事開催

(b) クラブの現状・皆様の現状を共有して記録、SCネットのすそ野を拡げる取り組み
(c) 会社全体のアマチュア無線の深堀り ⇒近畿地区以外の方々、クラブに属さない方々の調査

・シャープアマチュア無線の「次の一歩」の具体化・推進（検討中）

笑顔で、様々に楽しめるような シャープアマチュア無線の活動

シャープアマチュア無線の「顔」であることを担えるような活動

将来につなぐことができる活動

活動を支える基盤
・JA3YHU
・広報組織

[2] やりたいこと

JA3YHU 1964年11月頃開局 満60週年

日本の電機産業を代表する各社のクラブ局が次々と60週年
次の70週年には黎明期の人は激減する可能性。。。


